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第１６回議会運営委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成25年12月19日（木）午前９時30分 

２ 閉会日時 平成25年12月19日（木）午前９時40分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       ４番 保田  守君   ７番 原田 素代君   ８番 金谷 文則君 

      １０番 松田  勲君  １１番 北川 勝義君  １３番 福木 京子君 

      １５番 岡崎 達義君  １８番 小田百合子君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      な  し 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    幹  原田 幸子君 

８ 協議事項 １）日程追加について 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

 



- 2 - 

              午前９時30分 開会 

○委員長（原田素代君） 皆さん、おはようございます。 

 第16回の議会運営委員会を開会いたします。 

 最初に、議長のほうから一言お願いします。 

 議長。 

○議長（小田百合子君） 日程の追加だけですので、どうぞ進めてください。よろしくお願い

します。 

○委員長（原田素代君） それでは、日程追加について、これは事務局のほうからお願いしま

す。 

○議会事務局長（富山義昭君） はい、委員長。 

○委員長（原田素代君） 富山さん。 

○議会事務局長（富山義昭君） はい。 

 本日は、日程追加について協議をいただきますが、追加は議員発議が２件でございます。 

 お手元の資料をつけておりますのでごらんいただきたいと思いますが、１件は発議第15号北

朝鮮によって拉致された被害者の救出を一刻も早く求める意見書です。３枚目につけておりま

す。提出者は佐々木雄司議員、賛成者は実盛祥五議員ということでございます。 

 ２件目、これもお手元の４枚目にございますが、発議第16号赤磐市の地酒で乾杯を推進する

条例の制定についてでございます。提出者は金谷議員、賛成者は保田議員、岡崎議員、治徳議

員のお三方です。 

 以上２件について日程追加です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（原田素代君） そのように御提案をいただきました。 

 委員の皆様のほうで何か御意見がございましたら。 

○委員（福木京子君） ちょっと聞きたいんじゃけど。 

○委員長（原田素代君） はい、福木委員。 

○委員（福木京子君） この拉致問題は12月５日提出ということは、始まったのが12月４日で

したかね。 

○委員長（原田素代君） いや、決まったのは11月29日。 

○委員（福木京子君） ああ、29日やな。同じ固定資産の方じゃから、もう一つ燃油のあの分

が出て、同じときに出たんですか、同じ日に。 

○委員長（原田素代君） あれはもっと前です。 

○委員（福木京子君） もっと前じゃな。 

○委員長（原田素代君） はい。 

○委員（福木京子君） そうですか。 

○委員長（原田素代君） はい。 
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 いいですか。 

○委員（福木京子君） はい、いいです。 

○委員長（原田素代君） ほかには。 

○委員（北川勝義君） ちょっと。 

○委員長（原田素代君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 開会前に言っとったん、やっぱり開会で言うとかなんだらおえんなあ

と思うて今思うたんで、意見が勝手に話になったのにと思うて。 

 委員長、大変申しわけねえんですけど、議運というのは僕も議運の委員長をさせてもらいよ

うっていろいろあるんですけど、別に朝早いからどうこうという話はしょうりません。議員の

務めじゃから、議長から諮問があったらやらにゃあいけんのは委員長、副委員長はわかられと

ると思うんですけど、会期中じゃねえときはええと思うんですけど、会期中に何遍も議運を開

かにゃおえんということじゃなくって、これは突発的なことが起きたらやらにゃあいけんとい

うのはこれはよくわかっとります。しかし、会期中じゃったら、仮にあっとしても１遍ぐれえ

で、やるとしても、会期中にはもう追加をそうそう何回も出さんようにしてもらうように、申

し合わせというのはこの議運じゃあ委員長できんのんじゃけど、委員長、副委員長のほうから

議長さんのほうへ、会期中じゃねえときはええんですよ、会期中の話ですけえ、会期中のとき

にはやっぱり１回ぐらい出る可能性はあります、そりゃあもうねえとは言いません。私もある

から言えません。しかし、何回も出るようなことは極力避けていただくということで、皆さ

ん、副議長を中心というたらおかしいけど、ここへおるから言うんじゃけど、申し合わせ事項

というんか、せえと言よんじゃねえんです。そういうふうにしていただきてえというのが、朝

来るのがつれえとか言ようりゃあしません、委員長、副委員長、そういうんじゃねんで、ぜひ

お願いしますんで。あとのことはえかったと思うたけど、僕は、それが一個です。 

 もう一点は、北朝鮮は大事なんじゃけど、地酒のことがあったんですけど、治徳議員が言わ

れて一般質問をしょうってやられることも皆賛成でもう最高にいいこっちゃと思うんですけ

ど、やられるときは本当に地酒ぐれえは懇親会があるときは集めてくだせえよ。何もねえ言う

たら、要らん話ですけど、全体じゃねえ、通らなんだらおえんのんじゃけど、ほぼ通ると思う

て今発言、内容には入りませんけど。 

 以上です。 

 １点だけちょっと、そのことだけ回答というんか、委員長の……。 

○委員長（原田素代君） せっかく議長がおられますから、そういう申し出があったのです

が、議長のほうから何かあれば。 

○議長（小田百合子君） はい。 

○委員長（原田素代君） はい、議長。 

○議長（小田百合子君） やはり意見書の提出っていうのを会期中に２回も出されるとそうい
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うことになるのは、もうやっぱり今後全協か何かで御注意を申し上げて、あらかじめ相談をし

ておいていただくとか、そういうことをお願いしようと思います。 

○委員（北川勝義君） 委員長。 

○委員長（原田素代君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） もう終わります。 

 全協で注意を一応、副議長中心ぐれえで申し合わせか何かのほうが、議長、ちょっと注意と

いうたらでえれえぼっけえ返してくるというのわかりますか、ちょっと今思うたん。まあ、お

任せしますけど。 

○議長（小田百合子君） いいですか。 

○委員長（原田素代君） はい、小田議長。 

○議長（小田百合子君） 申し合わせは全協で決めることになってますから、全協で皆さんの

御意見を伺いながら申し合わせに入れられるようにしたいと思いますし、それ以前にお話はし

ます。 

 以上です。 

○委員（北川勝義君） 委員長、ちょっと。 

○委員長（原田素代君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） もう終わるんで。 

 こっちから全協で発言はできんでしょうということを言いたかったわけ。 

○議長（小田百合子君） いやいや。 

○委員（北川勝義君） いやいや、議長のほうが何かありませんか言うたらあるんじゃけど、

その他で扱う部類じゃねえと思うたから、議長か副議長が中心で、会期中について出されるの

はええんじゃけど、前もって事前相談というか、できりゃあ申し合わせで１回ぐれえにしてほ

しいんじゃねえかという話をちょっと出してくれたら言いやすいんじゃけど、先にこっちが言

うのは言いにきいんかなあと、委員長、ちょっと今そういうとり方じゃったんじゃ。どんなん

じゃろうか。 

○委員（松田 勲君） できるだけね。 

○委員長（原田素代君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 何回も出すんじゃなくって、できるだけ会期が始まる前とか、また最

初に出していただくように要望をしていただくというのが基本的には。 

○委員長（原田素代君） 要望ですね、物理的には制限できませんからね。 

○委員（松田 勲君） うん、制限できんのじゃけど、できれば。 

○委員長（原田素代君） 要望として出たということで。 

○委員（松田 勲君） 逆に言うたら、急に最後出されても、審議にならんじゃないですか。

本当に通してほしいんじゃったら、やっぱりできるだけ前のほうに出していただくようにとい
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うことで。 

○委員長（原田素代君） それのほうが十分に皆さんにも時間をかけて考えていただけると思

います。 

○委員（松田 勲君） いきなりきょう見てきょう採択というたら、なかなか現実問題おかし

な話だから。 

○議長（小田百合子君） はい。 

○委員長（原田素代君） はい、小田議長。 

○議長（小田百合子君） だから、全協のときに何々についてという項目に一応入れて、それ

について皆さんの御意見を伺いたいという、そういうふうに持っていきたいと思いますので、

２月３日の人権研修会の後全協をする予定にしてますので、ほかの案件とともに何々について

ということで諮らせていただきます。 

○委員（北川勝義君） ちょっと、それはええんじゃ。 

○委員長（原田素代君） ちょっと待ってください。その他のところで。 

○委員（北川勝義君） 違う、違う、今のこっちゃ。 

○委員長（原田素代君） じゃあ、はい。 

○委員（北川勝義君） 会期中じゃねえと発議は出せんでしょう。 

○議長（小田百合子君） 意見書。 

○委員（北川勝義君） 意見書やこうはな。じゃあから、その取り扱いの中で、今議長が言わ

れたんについてでええと思うんじゃけど、例えば言うたら、何日以内に出してくれ、例えばき

ょうが会議としますが、初日の。たら、１週間以内じゃけえ３日以内に出してくれという、こ

ういうのをやっぱり何かそのときじゃけど決めにゃあ、１回じゃ言われたら、例えば、委員

長、１回としょう。じゃあ、一番最初の日があるが。きょうみたいな日に、２日前に出された

ら……。 

○委員長（原田素代君） 大体まず初日にはありますね。 

○委員（北川勝義君） じゃけえ、そうしてもろうたほうが、何日かぐれえがやりやすかろ

う、事務局も、その日に出てと今そう思うたんや。そのことについては全協で協議せにゃおえ

んこっちゃけえよろしい、わかりました。 

○委員長（原田素代君） はい、福木委員。 

○委員（福木京子君） できるだけ極力努力をしてほしいというぐらいにしとったほうが申し

合わせというよりは。もうそらもし緊急の場合、いや、今度は逆の立場よ、緊急の場合で秘密

保護法の分やこうを発議したいんやけど、出てないんじゃけど、そういうある程度ぎりぎりの

緊急性というか、じゃからできるだけ努力をしてくださいというぐらいにしとったらいいんじ

ゃないかと思います。 

○委員（北川勝義君） 内容によらあや。 
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○委員長（原田素代君） 副委員長。 

○副委員長（保田 守君） きょう来てぱっと見て、北朝鮮拉致がどうのっていうても、考え

ようが。やっぱり先に出してもろうて、少し頭の中を整理したり調べたりすることが要ると思

うんで。 

○委員長（原田素代君） そしたら、一応議長のほうで持って帰っていただいて、次の全協で

とりあえず皆さんの合意というか、提案をしていただいて話を進めてもらおうと思います。 

 日程追加の２件についてはよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（原田素代君） はい。 

 そしたらじゃあ、これで第16回議会運営委員会を閉会といたします。 

 御苦労さまでした。 

              午前９時40分 閉会 

 


